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超高齢社会の安全・安心な移動のあり方（土井）Panasonic

移動・交通ニーズの将来動向

2



3

鉄道

徒歩

鉄道

クルマ

自動運行・運転技術

中間的な移動手段
シェアリング交通

①ウォーカビリティ

徒歩

②MaaS統合

③運行管理

ひと中心の移動サービスと交通体系へ

3



移動・交通のトポロジー
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機能性日常と非日常を繋ぐ

時間

日常的なQoLの向上
災害時のレジリエンス

拠点内と拠点間を繋ぐ

対流による地域活性化
広域観光・産業

空間

事業者が供給

利用者や地域
との共創

移動
交 通

他の活動
の為の移動

移動する
ことが目的

自動運転
シェアリング

拡がるニーズ

回遊・観光
手間を楽しむ

深まるニーズ
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グリーンスローモビリティへの期待

本
源
的

遅い移動

遊戯性

移動する
ことが目的

まちのﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

低炭素型社会の実現と地域が抱える様々な交通の
課題の解決を同時に進められる新しいモビリティ

観光ｶﾞｲﾄﾞﾓﾋﾞﾘﾃｨ

ﾗｽﾄﾏｲﾙ

豊かな時空間体験

Experience and expectation

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ装置

移動
交 通
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豊かな時空間の体験が、まちづくりへの新たな期待を生む

移動・交通とは「時空間体験」

空間

時間

experience

expectation

まちと生活の変革
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求めるべき「合理性」の変化
ウェーバーの社会的行為の動機

社会的
行為

合理的
行為

目的合理的

行為

価値合理的

行為

非合理的
行為

感情的行為

慣習的行為

従来の交通

現在及び将来世代の

価値観に適合し、かつ

感情豊かな公共交通

⇒持続可能な交通

近代科学においては「目的合理性」(＝手段の合理性）のみが追求され，
全体の合理性に関わる「価値合理性」が軽視・無視されることに繋がり，
地球環境問題を初めとした問題を引き起こすことになった。
引用：特集：東アジアに公共空間を～人々の『アジア共同体』を考える～東アジアの平和と公共空間
市民社会の持つ可能性，西川潤 (早稲田大学大学院アジア太平洋研究科教授)

従来の交通
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活動目的と交通手段
を自由に組み合わせる
ことにより，幸福度が
高まる

時
間
ス
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ー
ル

技術・ｼｽﾃﾑ

産業・経済

制度・慣習

社会・文化

P

B

安心・健康・活力

短期

長期

インフラ・空間

モビリティのイノベーション

安全・環境・効率

新たな結合 革新・創造

芸術・文化 飲食・宿泊

移動の選択肢が
まちづくりの選択肢に

活動の選択
肢の多様化

移動の選択
肢の多様化

まちと交通
との共発展
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グリスロ・エコシステムの構築
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感 性

高齢化
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担い手
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福 祉

安全性

利便性
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グリスロの事業化例
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グリスロの更なる展開

利用者
のニーズ

政策目標
と制度

価値合理
的な技術

モビリティ
の市場性

グローバルコンテクスト

ローカルコンテクスト
乗合型モビリティ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ装置

ブランディング装置

ホスピタリティ装置

真の豊かさ体験装置

ラストマイルモビリティ

回遊・観光装置

ローカル～グローバルなコンテクストを重視し，現在
及び将来世代にとって価値合理的なモビリティの創造
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住民の足の確保

低炭素型の社会



グリスロの評価の視点（社会的インパクト）

成果 評価指標

① 地域施設へのアクセス
地域施設へのアクセス

自立性・自信

外出能力

② 身体的・精神的健康
健康状態

生活満足度

生活への適応力

③ 家族・友人関係
自身の社交性

他者との繋がり

孤独感の低減

④ 市民権と地域社会 地域の一員である気持ち

地域活動への意欲

⑤ 自然環境との対話
CO2排出量 (kg/トリップ数）

自動車利用の削減

エコカーの普及割合
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社会的インパクト評価の例

利用者 非利用者

0% 10% 20% 30% 40% 50%

・・・ 13



ご清聴ありがとうございました．


